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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
四
十
七
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　
　
期
　
　
日
　
平
成
二
十
六
年
九
月
三
日
（
水
）・
四
日
（
木
）

　
　
会
　
　
場
　
日
蓮
宗
宗
務
院

　
　
参
加
人
数
　
一
二
二
名

　
　
資
料
展
示

　 

教
区
教
研
や
教
化
セ
ン
タ
ー
が
作
成
・
発
行
し

た
教
化
資
料
・
発
行
物
の
展
示
を
実
施
。

　
　
テ 

ー 

マ
　 

五
十
年
後
の
日
蓮
宗
を
考
え
る
│
人
口
減
少
時

代
の
教
化
学

　
　
開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
七
日
、
現
代
宗
教
研
究
所
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
の
こ
と
で
す
。
公
明
党
が
結
党

さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
爾
来
五
十
年
、
戦
後
復
興
、

高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
の
失

わ
れ
た
二
十
年
と
、
ま
さ
に
激
動
の
半
世
紀
に
あ
っ
て
、

新
宗
教
、
平
和
問
題
、
過
疎
問
題
を
始
め
と
し
て
、
様
々

な
問
題
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　
次
の
五
十
年
は
、
一
体
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
五
十
年
前
に
、
現
在
の
日
本
や
日
蓮
宗
の
姿
を
正
確
に

予
想
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
い

ま
五
十
年
後
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
予
測
通
り
に
な
る
と

も
思
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
未
来
を
見
つ
め
る
こ
と
こ
そ
、

人
の
人
た
る
所
以
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
、
五
十

年
後
と
い
う
時
間
を
設
定
し
て
未
来
を
考
え
て
み
る
こ
と

は
、
決
し
て
意
義
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
筈
で
す
。

　
平
成
十
七
年
、
日
本
は
初
め
て
人
口
減
少
を
記
録
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
三
年
以
降
は
減
少
が
続
き
、
こ
の
傾
向

は
今
後
加
速
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
時

代
が
到
来
し
て
い
る
の
で
す
。

　
平
成
二
十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
宗
勢
調
査
で
は
、
檀
信

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
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徒
数
の
増
減
に
対
す
る
質
問
で
、「
減
っ
た
」
が
「
増
え

た
」
を
初
め
て
上
回
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
も
我
が
宗
門
も
、
希
望
に
満
ち
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
本
年
の
中
央
教
研
は
、
五
十
年
後
の
我
が
国
と
我
が
宗

門
を
考
え
る
上
で
の
最
重
要
問
題
と
も
言
う
べ
き
、
人
口

減
少
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
次
の
五
十
年
を
見
据
え
つ
つ
、

人
口
減
少
社
会
に
於
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
可
能
性
と
に
つ
い
て
考
え
る
教
研
会
議
と
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
現
宗
研
所
長
三
原
正
資
が
基
調
報
告

と
し
て
、「
現
宗
研
の
五
十
年
、
日
蓮
宗
の
五
十
年
」
と

題
し
て
来
し
方
を
総
括
し
、
宗
教
社
会
学
者
で
、
人
口
減

少
問
題
の
宗
教
へ
の
影
響
や
過
疎
地
域
寺
院
問
題
の
研
究

で
も
知
ら
れ
る
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
櫻
井

義
秀
教
授
に
「
人
口
減
少
社
会
と
現
代
宗
教
の
課
題
」
と

題
す
る
基
調
講
演
を
し
て
頂
い
た
上
で
、
四
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
多
角
的
な
観
点
か
ら
の
五
十
年
後
を
見
据
え

た
問
題
提
起
と
討
議
を
行
い
、
人
口
減
少
時
代
を
踏
ま
え

た
日
蓮
宗
の
在
り
方
、
教
化
方
法
に
つ
い
て
の
「
五
十
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
締
め
括
り
に
、
未
来
の
教
化
学
を
検
討
す
る
に

は
、「
サ
ト
リ
世
代
」
と
言
わ
れ
る
現
代
の
若
者
に
つ
い

て
知
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
視
点
か

ら
、
博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
若
者
研
究
所
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
、
日
本
テ
レ
ビ
系
朝
の
情
報
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
原
田
曜
平
氏
に
よ
る

「
サ
ト
リ
世
代
と
は
何
か
│
若
者
の
心
の
摑
み
方
」
と
題

す
る
記
念
講
演
を
し
て
頂
き
、
結
び
と
し
ま
す
。

開
催
方
式

①
基
調
報
告
「
現
宗
研
の
五
十
年
、
日
蓮
宗
の
五
十
年
」

　
三
原
正
資
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

②
基
調
講
演
「
人
口
減
少
社
会
と
現
代
宗
教
の
課
題
」

　
櫻
井
義
秀
（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

③ 
基
調
報
告
、
基
調
講
演
を
問
題
提
起
と
し
て
、
テ
ー
マ

に
関
連
し
た
左
記
の
四
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
Ⅰ

　
現
代
教
化
学
部
門
﹇
１
﹈
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五
十
年
後
の
お
題
目
を
考
え
る

　
Ⅱ
　
現
代
教
化
学
部
門
﹇
２
﹈

　
　
　 

成
長
主
義
を
問
い
直
す
│
五
十
年
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
宗
教
者
│

　
Ⅲ
　
現
代
教
団
部
門
﹇
１
﹈

　
　
　
五
十
年
後
の
お
寺
と
女
性
た
ち

　
Ⅳ
　
現
代
教
団
部
門
﹇
２
﹈

　
　
　
五
十
年
後
の
寺
院
と
宗
門
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

④ 

全
体
会
議
で
四
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
五

十
年
後
の
日
蓮
宗
を
考
え
る
│
人
口
減
少

　
時
代
の
教

化
学
」
に
そ
く
し
、「
五
十
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
と
し
て

ま
と
め
ま
す
。

⑤ 

記
念
講
演
「
サ
ト
リ
世
代
と
は
何
か
│
若
者
の
心
の
摑

み
方
」

原
田
曜
平
（
博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

　
若
者
研
究

所
　
リ
ー
ダ
ー
）

⑥ 

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
参
加
者

　
　
　
教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

　
十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

　
　
● 

第
三
十
八
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
六
年
六
月
五
日
〜
六
日
　
島
根
県
　

出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
い
の
ち
に
合
掌

　
現
代
社
会
に
目
を
向
け
て

　
　
　
　 

現
代
社
会
に
お
け
る
僧
侶
の
役
目
│
我
々
が
求

め
る
道
と
は
│
」

基
調
講
演
「
新
型
出
生
前
検
査
の
起
源
を
問
う
」

　
　
　
　
　
渡
部
麻
衣
子
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
）

３
分
散
会

全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
四
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
六
年
六
月
十
日
〜
十
一
日

　
福
岡
県

　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
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基
調
講
演
「 『
輝
く
い
の
ち
を
生
き
る
』
〜
い
の
ち
は
ど

こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

内
田
美
智
子
氏
（
助
産
師
・
思
春
期
保
健
相

談
士
）

３
分
科
会

第
１
分
科
会
「
い
の
ち
の
始
ま
り
・
生
き
る
」

第
２
分
科
会
「
い
の
ち
を
育
て
る
・
食
育
」

第
３
分
科
会
「
い
の
ち
の
終
わ
り
に
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
」

全
体
会
議

　
　
●
第
四
十
三
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
六
年
七
月
九
日

　
京
都
府
第
二
部

　

舞
鶴
市
総
合
文
化
会
館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 「
舎
利
供
養
を
考
え
る
」
〜
散
骨
は
、
す
べ
き

で
な
い
〜
」

基
調
講
演

　
長
澤
宏
昌
師
（
山
梨
県
遠
妙
寺
住
職
）

３
分
散
会

全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
八
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
六
日
　

北
海
道
東
部
　
Ｊ
Ｒ
イ
ン
帯
広
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
い
ま
、
葬
式
仏
教
を
考
え
る
」

基
調
講
演
「
寺
院
を
取
り
ま
く
環
境
の
変
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

小
谷
み
ど
り
氏
（
第
一
生
命
経
済
研
究
所
主

席
研
究
員
・
身
延
山
大
学
客
員
教
授
）

４
分
散
会

全
体
会
議

　
　
●
第
三
八
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
六
年
九
月
二
十
九
日

　
愛
知
県
名
古
屋

　

法
音
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
現
代
社
会
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
役
割
」

基
調
講
演
「
未
来
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る
僧
侶
像
」

　
　
　
　
　 

池
上
幸
保
氏
（
日
蓮
宗
全
国
檀
信
徒
協
議
会

長
）

３
分
科
会

第
１
分
科
会
「
伝
統
仏
教
の
魅
力
を
い
か
に
伝
え
る
か
」

第
２
分
科
会
「
人
口
減
少
社
会
に
い
か
に
対
応
す
る
か
」

第
３
分
科
会
「
地
域
社
会
に
於
い
て
寺
院
の
役
割
を
い
か
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に
高
め
る
か
」

全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
二
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
六
年
十
月
九
日
〜
十
日
　
青
森
県
　
ベ
ス
ト
ウ

ェ
ス
タ
ン
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
弘
前
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 
現
代
の
葬
儀
事
情
に
つ
い
て
│
寺
院
側
か
ら
見

た
葬
儀
と
葬
儀
業
者
か
ら
見
た
葬
儀
」

基
調
講
演
「 

現
代
の
葬
儀
事
情
に
つ
い
て
│
葬
儀
業
者
か

ら
見
た
葬
儀
」

　
　
　
　
　 

松
江
英
寿
氏
（
有
限
会
社
松
江
造
花
仏
壇
店

専
務
）

基
調
講
演
「 

現
代
の
葬
儀
事
情
に
つ
い
て
│
寺
院
側
か
ら

見
た
葬
儀
」

　
　
　
　
　
田
端
義
宏
師
（
青
森
県
永
昌
寺
住
職
）

３
分
散
会

全
体
会
議

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
第
三
十
一
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日

　
新
潟
県
西
部

　

ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 

私
の
お
題
目
観
…
次
世
代
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
お
題
目
を
伝
え
る
活
動
を
原
点
か
ら
改
め

て
考
え
て
い
こ
う
…
」

基
調
講
演
「 

み
ん
な
で
お
題
目
、
総
点
検
│
唱
え
よ
う
口

に
心
に
共
に
身
に
│
」

　
　
　
　
　 

中
村
潤
一
師
（
福
岡
県
眞
浄
寺
院
首
・
日
蓮

宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
）

２
分
散
会

全
体
会
議

●
第
三
十
九
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日

　
神
奈
川
県
第
二
部

　

メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
横
須
賀
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
法
華
系
新
宗
教
の
動
向
と
宗
門
の
対
応
」

基
調
講
演
「
近
世
近
代
日
蓮
教
学
の
問
題
点
」

　
　
　
　
　 

小
野
文
珖
師
（
群
馬
県
天
龍
寺
住
職
・
立
正

大
学
教
養
部
助
教
授
）

事
例
研
修
「
法
華
系
新
宗
教
の
攻
勢
と
対
応
策
」

　
　
　
　
　
大
埜
慈
誠
師
（
神
奈
川
県
薬
王
寺
住
職
）
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グ
ル
ー
プ
討
議

　
　
●
第
三
十
九
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
二
十
七
年
二
月
九
日
　
山
梨
県
第
一
部
　

下
部
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「 「
安
穏
な
社
会
づ
く
り
」
の
た
め
の
僧
侶
の
役

割
を
考
え
る
」

基
調
講
演
「 『
葬
儀
の
未
来
考
』
〜
未
来
に
葬
儀
は
生
き

残
れ
る
の
か
〜
」

　
　
　
　
　 

碑
文
谷
創
氏
（
葬
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
雑

誌
『
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
編
集
長
』）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
●
第
二
十
一
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日

　
栃
木
県

　
　
　
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
に
て
開
催

　
　
　
テ
ー
マ
「 

人
口
減
少
時
代
の
寺
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
〜

宗
勢
調
査
の
分
析
か
ら
〜
」

　
　
　
基
調
講
演
「
宗
勢
調
査
に
み
る
本
宗
の
す
が
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

原
一
彰
師
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究

員
・
北
海
道
護
国
寺
住
職
）

　
　
　
３
分
散
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
二
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
　
千
葉
県
西
部
　

　
　
　
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
ズ
木
更
津
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　
テ
ー
マ
「 

〜
千
葉
県
再
考
〜
《
が
ん
ば
ろ
う
‼
　
千
葉
県

か
ら
》」

　
　
　
基
調
報
告
　
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

　
　
　
３
分
科
会

　
　
　
第
１
分
科
会
「
僧
侶
と
僧
侶
の
関
係
」

　
　
　
第
２
分
科
会
「
僧
侶
と
檀
徒
の
関
係
」

　
　
　
第
３
分
科
会
「
僧
侶
と
社
会
の
関
係
」

　
　
　
全
体
会
議

【
３
】
研
究
集
会

　
　
●
日
蓮
宗
京
都
府
第
一
部
宗
務
所

　
教
化
学
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日

　
京
都
府
第
一
部

　
　
　
本
山
本
法
寺
涅
槃
会
館
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
寺
院
の
可
能
性
」

　
　
　
講
演
「
社
会
と
寺
院
」
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鷲
田
清
一
氏
（
大
谷
大
学
教
授
）

　
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】 
下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
現
代
教
化
学
部
門

　
　
〈 

古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
蓮
見
高
円
・
藤
﨑
善
隆
・
小
瀬

修
達
・
川
口
智
德
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
龍
英
・
大
乘
文
晴
・

各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・
伊
藤
康
裕
・
馬
島
浄
圭
・
梅
森

寛
誠
各
嘱
託
〉

① 

現
代
教
化
学
研
究
（「
お
題
目
の
違
い
」
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
、
興
門
系
教
団
教
学
）

②
科
学
と
宗
教
（
生
命
倫
理
、
原
発
、
環
境
等
）

③
海
外
宗
教
研
究

●
現
代
教
団
部
門

　
　
〈 

坂
輪
宣
政
・
小
林
康
洋
・
河
﨑
俊
宏
・
鈴
木
是
妙
・
池
浦

英
晃
・
中
村
龍
央
・
鶏
内
泰
寛
・
延
本
妙
泉
・
山
口
功

倫
・
齋
藤
宣
裕
・
原
一
彰
各
研
究
員
、
山
田
孝
行
・
馬
渡

竜
彦
・
石
原
顕
正
・
野
村
佳
正
・
松
田
英
秀
・
柴
田
章

延
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
〉

　
　
　
①
社
会
と
宗
教
（
人
権
、
寺
庭
婦
人
）

　
　
　
②
社
会
と
寺
院
（
人
口
減
少
、
過
疎
地
寺
院
、
防
災
）

　
　
　
③
日
蓮
宗
近
現
代
史
（
日
蓮
宗
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）

　
　
　
④ 

Ｉ
Ｔ
（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
相
互
ウ
ェ
ブ
会

議
・
現
宗
研
Ｈ
Ｐ
）

　
　
●
宗
勢
調
査
特
別
Ｐ
Ｔ

　
　
（ 

岩
田
親
靜
・
池
浦
英
晃
・
原
一
彰
各
研
究
員
、
灘
上
智
生

嘱
託
）

　
　
●
墓
地
使
用
約
款
特
別
Ｐ
Ｔ

　
　
（ 

古
河
良
啓
・
藤
﨑
善
隆
・
小
林
康
洋
各
研
究
員
、
馬
渡
竜

彦
嘱
託
）

　
　
●
教
研
会
議
と
教
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（ 

坂
輪
宣
政
・
古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
小
林
康
洋
・
河
﨑

俊
宏
・
鶏
内
泰
寛
・
川
口
智
德
各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・

松
田
英
秀
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
）

　
　
●
創
立
五
十
周
年
企
画
会
議

　
　
（ 
岩
田
親
靜
・
小
林
康
洋
・
河
﨑
俊
宏
・
中
村
龍
央
各
研
究

員
、
灘
上
智
生
・
松
田
英
秀
各
嘱
託
、
田
澤
元
泰
・
石
川
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浩
徳
各
顧
問
）

　
　
●
研
究
例
会

　
　
（ 
坂
輪
宣
政
・
古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
蓮
見
高
円
・
藤
﨑

善
隆
・
小
林
康
洋
・
小
瀬
修
達
・
河
﨑
俊
宏
・
鈴
木
是

妙
・
池
浦
英
晃
・
中
村
龍
央
・
鶏
内
泰
寛
・
川
口
智
德
・

延
本
妙
泉
・
山
口
功
倫
大
乘
文
晴
・
齋
藤
宣
裕
・
原
一
彰

各
研
究
員
）

●
顧
問
会

　
　
（ 

田
澤
元
泰
・
蓑
輪
顕
量
・
星
光
喩
・
石
川
浩
徳
・
中
村
潤

一
各
顧
問
）

【
２
】
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

● 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
、
第
二
十
五
回
法
華
経
・

日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
宗
務
院
に
於

い
て
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
「
五
十
年
後
の
心
を
考
え
る
」

講
演
「
五
十
年
後
の
日
本
を
考
え
る
」

　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

　
元
総
務
大
臣

　
　
　
元
鳥
取
県
知
事

　
片
山
善
博
氏

　
　
「
五
十
年
後
の
生
命
を
考
え
る
」

　
　
　
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
上
廣
倫
理
研
究
部

門
特
定
准
教
授
　
八
代
嘉
美
氏

　
　
「
五
十
年
後
の
寺
院
を
考
え
る
」

　
　
　
立
正
大
学
学
園
理
事
長
　
元
日
蓮
宗
伝
道
部
長
　

常
圓
寺
住
職
　
古
河
良
晧
師

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

● 

二
月
五
日
、
第
十
五
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を

宗
務
院
に
於
い
て
開
催
し
た
。

「 

ブ
リ
タ
ニ
ー
・
メ
イ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
死
に
際
し
て
〜
尊

厳
死
問
題
を
考
え
る
〜
」
蓮
見
高
円
師
（
千
葉
県
實
相

院
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「 

宗
教
心
理
学
か
ら
見
た
教
化
の
一
考
察
〜
慰
霊
行
動
と

そ
れ
に
関
わ
る
意
識
に
つ
い
て
〜
」

 

津
幡
法
胤
師
（
福
井
県
掟
光
寺
修
徒
）

「
法
華
経
に
み
る
経
典
読
誦
の
意
義
」

 

吉
木
祥
介
師
（
山
口
県
常
妙
寺
修
徒
）

「
韓
国
に
お
け
る
現
地
語
の
お
題
目
に
就
い
て
」

 

佐
久
間
晴
年
師
（
東
京
都
常
圓
寺
修
徒
）

「 

過
疎
地
域
寺
院
の
現
状
と
課
題
〜
石
川
県
第
二
部
（
能
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登
）
管
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
〜
」
河
﨑
俊
宏
師

（
石
川
県
妙
相
寺
住
職
・
現
宗
研
研
究
員
）

「 
過
疎
地
寺
院
活
性
化
の
一
試
案
〜
お
寺
シ
ー
ド
バ
ン
ク

構
想
に
つ
い
て
〜
」
山
口
功
倫
師
（
熊
本
県
宗
覚
寺
修

徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
法
華
経
と
御
書
に
学
ぶ
奏
楽
の
淵
源
と
現
在
」

三
谷
祥
祁
師
（
大
阪
府
観
世
音
寺
住
職
）

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
法
華
経
」

 

萱
間
顕
誠
師
（
徳
島
県
法
華
寺
前
住
職
）

「
二
十
年
目
の
神
戸
『
一
救
援
者
か
ら
慈
悲
行
の
実
践
』」

 

石
原
顕
正
師
（
山
梨
県
立
本
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「
老
い
に
向
き
合
う
教
団
宗
教
を
考
え
る
」

 

井
出
存
祐
師
（
群
馬
県
實
相
寺
院
首
・
臨
床
宗
教
師
）

「 

戦
争
観
の
変
化
と
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
〜
宗
教
者

の
立
場
か
ら
〜
」
野
村
佳
正
師
（
福
井
県
蓮
尚
寺
修

徒
・
現
宗
研
嘱
託
・
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
セ
ン
タ

ー
主
任
研
究
官
）

「
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
と
宗
教
」
を
考
え
る
」

野
坂
法
行
師
（
千
葉
県
妙
嚴
寺
住
職
・
全
国
布
教
師
会

連
合
会
会
長
）

影
山
教
俊
師
（
千
葉
県
釈
迦
寺
住
職
・
現
宗
研
元
顧

問
）

赤
堀
正
明
師
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗
研
元
主

任
）

大
西
秀
樹
師
（
京
都
府
松
林
院
住
職
・
現
宗
研
元
嘱

託
）

竹
内
祥
起
師
（
大
阪
府
妙
見
閣
寺
住
職
・
現
宗
研
元
嘱

託
）

【
３
】
研
究
例
会

● 

研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通

り
。

　
　
○
「
仏
教
と
国
家
の
関
わ
り
」 

藤
﨑
善
隆
師

　
　
○ 

「
過
疎
地
寺
院
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
│
能
登
地
方
の

寺
院
の
現
状
か
ら
」 

河
﨑
俊
宏
師

　
　
○
「
人
口
減
少
時
代
の
教
化
学
」 

大
乘
文
晴
師

　
　
○ 
「
│
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
『
基
本
的
人
権
』
と
は

│
」 

鈴
木
是
妙
師
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○ 

「
科
学
と
仏
教
〜
現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
概
観
〜
」 

蓮

見
高
円
師

　
　
○
「
お
寺
シ
ー
ド
バ
ン
ク
」 

山
口
功
倫
師

　
　
○ 
「
社
会
学
的
成
果
、
と
く
に
家
と
人
口
か
ら
み
た
近
世
寺

檀
関
係
」
他
二
稿 

坂
輪
宣
政
師

　
　
○
「
宗
勢
調
査
報
告
の
分
析
」 

原
一
彰
師

　
　
○
「
死
刑
制
度
を
考
え
る
」 

鶏
内
泰
寛
師

　
　
○ 

「
海
外
日
蓮
宗
に
お
け
る
英
語
読
経
事
情
を
考
え
る
〜
神

力
品
〜
」 

川
口
智
德
師

　
　
○
「
終
活
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」 

岩
田
親
靜
師

　
　
○
「 

戦
後
日
本
の
社
会
変
動
に
よ
る
宗
教
へ
の
影
響
│
石
井

研
士
の
神
社
神
道
に
関
す
る
論
考
を
手
が
か
り
と
し
て

│
」 
池
浦
英
晃
師

　
　
○
「 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
宗
教
〜
社
会
関
係
資
本
基

盤
形
成
に
寄
与
す
る
寺
院
の
在
り
方
を
考
え
る
〜
」 
小

林
康
洋
師

　
　
○
「「
宗
学
」
に
つ
い
て
」 

古
河
良
啓
師

　
　
○
「
中
世
に
お
け
る
京
都
町
衆
研
究
の
課
題
」 

齋
藤
宣
裕
師

【
４
】
現
地
調
査

● 

五
月
十
九
日
、
神
奈
川
県
座
間
基
地
に
於
い
て
、
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

● 

六
月
十
一
日
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
に
於
い
て
、
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

● 

十
一
月
十
五
日
〜
十
七
日
、
平
成
二
十
六
年
度
研
究
員
研

修
会
議
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
九
号
を
編
集
し
、
配
付
予
定
。

【
２
】 

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平

成
二
十
五
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
配
布
予
定
。

【
３
】 「
現
代
宗
教
研
究
」
別
冊
と
し
て
、「
教
化
学
研
究
６
」
を

作
成
し
、
配
付
予
定
。

【
４
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
６
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
７
】 

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

【
１
】 

四
月
二
十
四
日
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
に
於
い
て
、「「
教
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団
付
置
研
究
所
懇
話
会
　
第
十
三
回
年
次
大
会
」
第
二
回

実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
２
】 
五
月
十
日
、
駒
澤
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
近
代
仏
教
史

研
究
会
　
第
二
十
二
回
研
究
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

【
３
】 

五
月
十
四
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
区
教
研
連
絡
会

議
」
を
開
催
し
た
。
各
教
区
教
研
の
前
年
度
運
営
委
員
代

表
と
本
年
度
運
営
委
員
代
表
、
及
び
次
年
度
運
営
委
員
代

表
が
出
席
し
て
、
前
年
度
の
報
告
と
本
年
度
の
計
画
を
聞

き
、
教
研
会
議
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
４
】 

五
月
十
五
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
化
セ
ン
タ
ー
連

絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
発
行

の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と
各
セ
ン
タ
ー
間

の
交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
５
】 

六
月
十
三
日
、
第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
於
い
て
、「
東
京
四

部
布
教
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
６
】 

六
月
十
四
日
、
白
鷗
大
学
に
於
い
て
、「
第
六
十
八
回
宗

教
法
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
７
】 

六
月
十
七
日
、
國
學
院
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
宗
教
連

盟
　
第
三
回
宗
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

【
８
】 

六
月
二
十
八
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「「
シ
リ
ー
ズ
日

蓮
」　
第
一
回
公
開
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
９
】 

七
月
三
日
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
に
於
い
て
、「
第
一

回
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
10
】 

八
月
二
十
七
日
、
東
京
大
学
に
於
い
て
、「
宗
教
者
災
害

支
援
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
11
】 

九
月
十
日
、
京
都
府
東
本
願
寺
に
於
い
て
、「「
教
団
付
置

研
究
所
懇
話
会

　
第
十
三
回
年
次
大
会
」
第
三
回
実
行
委

員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
12
】 

十
月
十
六
日
、
京
都
府
東
本
願
寺
に
於
い
て
、「
教
団
付

置
研
究
所
懇
話
会

　
第
十
三
回
年
次
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
13
】 

十
月
二
十
五
日
、
高
野
山
大
学
に
於
い
て
、「
東
洋
大
学

国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
「
第
五
回
宗
教
と
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
14
】 

十
一
月
七
日
、
京
都
府
聞
法
会
館
に
於
い
て
、「
浄
土
真
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宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
　
公
開
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
15
】 
十
一
月
七
日
〜
八
日
、
身
延
山
大
学
に
於
い
て
、「
第
六

十
七
回
　
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
　
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
16
】 

十
一
月
十
三
日
、
杉
並
区
セ
レ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、「
日
本
宗
教
連
盟
　
第
七
回
宗
教
と
生
命
倫
理
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
17
】 

十
一
月
二
十
六
日
、
兵
庫
県
興
隆
学
林
に
於
い
て
、「「
シ

リ
ー
ズ
日
蓮
」
第
三
回
公
開
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

【
18
】 

十
二
月
九
日
、
京
都
府
聞
法
会
館
に
於
い
て
、「
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

　
公
開
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
19
】 

十
二
月
十
三
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「
第
一
回
石
橋

湛
山
研
究
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
20
】 

平
成
二
十
六
年
一
月
十
三
日
、
新
宿
常
圓
寺
に
於
い
て
、

「
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
21
】 

二
月
六
日
、
野
村
證
券
株
式
会
社
に
於
い
て
、「
全
日
本

仏
教
会
　
時
局
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

【
22
】 

二
月
六
日
、
台
東
区
浄
延
院
に
於
い
て
、「
第
一
回
女
性

研
究
者
の
講
義
を
聞
く
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
23
】 

二
月
十
三
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「「
教
団
付
置
研
究
所

懇
話
会
　
第
十
三
回
年
次
大
会
」
第
一
回
実
行
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
24
】 

三
月
七
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「「
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
」

第
四
回
公
開
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

５
、
講
演

【
１
】
韓
日
佛
教
学
術
ｆ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ

平
成
二
十
六
年
十
月
八
日
開
催

　
大
韓
民
国
慶
熙
大
学

講
演
「
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
意
義
」

三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

【
２
】
寶
土
寺
信
徒
研
修

平
成
二
十
六
年
十
月
九
日
開
催

　
寶
土
寺

講
演
「
日
蓮
宗
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
」

三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

【
３
】
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
第
二
期
記
念
講
習
会
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平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
開
催
　
徳
島
県
壽
量
寺

講
演
「 

弱
い
自
分
と
向
き
合
う
方
法
│
宮
沢
賢
治
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
│
」

三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

【
４
】
福
岡
県
布
教
講
習
会

　
　 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
開
催
　
福
岡
県
日
蓮
聖
人

銅
像
護
持
教
会

　
　
講
演
「
人
口
減
少
社
会
と
お
寺
の
在
り
方
」

　
　
髙
佐
宣
長
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）
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